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�愛媛県告示第５５４号
生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）第４９条の規定により、医療

機関を次のように指定した。

令和元年１０月１日

愛媛県知事 中 村 時 広

�������
�愛媛県告示第５５６号
生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）第５５条第１項の規定により、

施術機関を次のように指定した。

令和元年１０月１日

愛媛県知事 中 村 時 広

�������
�愛媛県告示第５５７号
生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）第４９条の規定により指定し

た医療機関を次のように廃止した旨の届出があった。

令和元年１０月１日

愛媛県知事 中 村 時 広

�愛媛県告示第５５５号
生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）第４９条の規定により、医療機関（指定訪問看護事業者等）を次のように指定した。

令和元年１０月１日

愛媛県知事 中 村 時 広

�愛媛県告示第５５８号
卸売市場法（昭和４６年法律第３５号）第６０条の規定により、次のとおり地方卸売市場の廃止を許可した。

発 行 愛 媛 県
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医療機関の名称 医療機関の所在地 指定年月日

い ぶ き 薬 局 宇和島市伊吹町甲１１５５番
地７ 令和元年９月１日

医 療 機 関 （ 指 定
訪問看護事業者等）の
名 称

主 た る 事 務 所 の

所 在 地

指 定 訪 問 看 護 事 業 等 を 行 う 事 業 所
指 定 年 月 日

名 称 所 在 地

有限会社キャンパス 西条市丹原町池田１６５１番地１ 訪問看護ステーションおれん
じ 西条市壬生川４９１－１ 令和元年６月１日

株式会社Ｎ・フィールド 大阪市北区堂島浜一丁目４番
４号アクア堂島東館

訪問看護ステーションデュー
ン西条

西条市明屋敷４２８－４エトワ
ール西条テナント１階１０３
（東）号室

令和元年９月１日

施 術 機 関 施 術 所 指 定

年 月 日氏 名 名 称 所 在 地

兵 頭 隆 介 健康道場整骨鍼
灸マッサージ

新居浜市宇高町一丁目３
番

令和元年
７月２９日

鈴 木 友 梨 こころ四国中央
はりきゅう院

四国中央市三島中央三丁
目１４－２８

令和元年
８月１９日

医療機関の名称 医療機関の所在地 廃止年月日

曽 我 部 整 形 外 科 医 院 新居浜市松原町１５番２５号 令和元年７月３１日

毎週（火・金）曜日発行 第４３号 令和元年１０月１日

令和元年１０月１日火曜日 第４３号

愛 媛 県 報
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�愛媛県告示第５５９号
次の加入区の特定養殖漁業者の同意は漁業災害補償法（昭和３９年

法律第１５８号）第１２５条の６第１項に規定する要件に適合すると認め

るので、同条第３項において準用する同法第１０５条の２第４項の規

定に基づき、次のとおり公示する。

令和元年１０月１日

愛媛県知事 中 村 時 広

のり等養殖業（のり養殖業）

加 入 区

壬生川加入区

�������
�愛媛県告示第５６１号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第５条第１項の規定に基づく特定施設の設置

の許可の申請があった。

なお、法第５条第３項に規定する書面は、愛媛県八幡浜保健所及

び西予市役所において告示の日から３週間公衆の縦覧に供する。

令和元年１０月１日

愛媛県八幡浜保健所長 竹 内 豊

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

株式会社アール・シー・フードパック

愛媛県西予市宇和町卯之町２丁目５７５番地

代表取締役 藤田 宣邦

２ 事業場の名称及び所在地

株式会社アール・シー・フードパック

愛媛県西予市宇和町卯之町２丁目５７５番地

３ 特定施設に関する事項

① ２のハ 湯煮施設（同型３基）

② ２のハ 湯煮施設（同型２基）

令和元年１０月１日

愛媛県知事 中 村 時 広

�愛媛県告示第５６０号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更する。

その関係図面は、東予地方局建設部において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

令和元年１０月１日

愛媛県知事 中 村 時 広

許可年月日 開設者の氏名又は名称
廃 止 に 係 る 地 方 卸 売 市 場 取 扱 品 目

所 在 地 名 称 の 部 類

令和元年９月３０日 伊予青果海産協同組合 松山市永木町二丁目３番地９ 伊予青果海産協同組合地方卸売市場 青果部

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

県 道 西条�万線 西条市大保木字土山甲４８番１＋４８番４

旧 １２．７～２５．３ ０．０４３

新 １７．４～４５．６ ０．０４３

特 定 施 設 の 主 要 寸 法 直径約１００センチメートル、深さ約５０セ
ンチメートル

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ６７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．７

最大 ７．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２

最大 ４

特 定 施 設 の 主 要 寸 法 直径約８２センチメートル、深さ約９０セン
チメートル

特 定 施 設 の 能 力 １００キログラム／回

原材料の種類及び１日当たり
の使用量 肉５００キログラム

特定施設の使用時間間隔 午前７時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 ３時間

愛 媛 県 報令和元年１０月１日 第４３号
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③ ４のイ 原料処理施設

④ ２のイ ４のイ 原料処理施設

⑤ ４のニ 湯煮施設（同型４基）

特 定 施 設 の 主 要 寸 法 縦１８０センチメートル、横３７０センチメー
トル、高さ２５０センチメートル

特 定 施 設 の 能 力 ２，７００枚／回

原材料の種類及び１日当たり
の使用量 レトルト１３，５００枚

特 定 施 設 の 主 要 寸 法 縦５０センチメートル、横１００センチメー
トル、高さ１１５センチメートル

特 定 施 設 の 能 力 １５０キログラム／時間

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

肉６０キログラム、玉ねぎ４５０キログラム、
にんじん３００キログラム

特定施設の使用時間間隔 午前８時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 ６時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ６７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．７

最大 ７．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３

最大 ５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ６７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．７

最大 ７．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １５

最大 ２０

特 定 施 設 の 主 要 寸 法 縦８５センチメートル、横９０センチメート
ル、高さ１３５センチメートル

特 定 施 設 の 能 力 ３００キログラム／時間

原材料の種類及び１日当たり
の使用量 玉ねぎ１，８００キログラム

特定施設の使用時間間隔 午前７時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 ６時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

特 定 施 設 の 能 力 １００キログラム／回

原材料の種類及び１日当たり
の使用量 肉２００キログラム

特定施設の使用時間間隔 午前７時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 ４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ６７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．７

最大 ７．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２

最大 ４

愛 媛 県 報令和元年１０月１日 第４３号
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⑥ ４のニ 湯煮施設（同型５基）

⑦ ４のニ 湯煮施設（同型３基）

⑧ ２のロ、４のロ 洗浄施設（同型４基）

特 定 施 設 の 主 要 寸 法 縦１５０センチメートル、横６０センチメー
トル、高さ８０センチメートル

特 定 施 設 の 能 力 ２立方メートル／日

原材料の種類及び１日当たり
の使用量 洗浄水２立方メートル

特定施設の使用時間間隔 午前７時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 １０時間

特 定 施 設 の 主 要 寸 法 縦１６０センチメートル、横１６０センチメー
トル、高さ２８０センチメートル

特 定 施 設 の 能 力 ９００リットル／回

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

カレールー香辛料４８０キログラム、玉ね
ぎ４２０キログラム、人参１８０キログラム、
肉９０キログラム

特定施設の使用時間間隔 午前７時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 １０時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ６７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．７

最大 ７．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３

最大 ４

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ６７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．７

最大 ７．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３

最大 ４

特 定 施 設 の 主 要 寸 法 縦１６０センチメートル、横１６０センチメー
トル、高さ２５０センチメートル

特 定 施 設 の 能 力 ９００リットル／回

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

カレールー香辛料４８０キログラム、玉ね
ぎ４２０キログラム、人参１８０キログラム、
肉９０キログラム

特定施設の使用時間間隔 午前７時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 １０時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２７０

特定施設の使用時間間隔 午前８時～午後６時

特定施設の１日当たりの使用
時間 １０時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ６７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．７

最大 ７．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １５

最大 ２１

愛 媛 県 報令和元年１０月１日 第４３号

５６５



４ 汚水等の処理施設に関する事項

① 排水処理施設

② 浄化槽１（新規）

５ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

�１排水口

処 理 施 設 の 型 式 ＦＬ型

処 理 施 設 の 構 造 ＦＲＰ製

処 理 施 設 の 能 力 ３０立方メートル／日

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 分離接触ばっ気方式

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 な し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４００

最大 ５５０

通常 ４０

最大 ８０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５００

最大 ６５０

通常 ５０

最大 １００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４００

最大 ４５０

通常 １０

最大 ５０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １００

最大 １５０

通常 ５０

最大 １００

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 ２０

通常 ８

最大 １６

大腸菌群数
（単位 １
立方センチ
メートルに
つき個）

通常 無数

最大 無数

通常 ０

最大 ３，０００未満

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ５

最大 ２０

通常 ５

最大 ２０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

通常 １５

最大 ３０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３

最大 ８

通常 ２

最大 ５

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２００

最大 ６８０

通常 ２００

最大 ６８０

処 理 施 設 の 型 式 活性汚泥法

処 理 施 設 の 構 造 鉄筋コンクリート

処 理 施 設 の 能 力 ７００立方メートル／日

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 活性汚泥法、ペクチン凝集脱水

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 な し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２５０

通常 ５

最大 １０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２００

最大 ２５０

通常 １０

最大 ３０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １５０

最大 ２００

通常 １

最大 ５

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ６７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．７

最大 ７．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２

最大 ３
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�４排水口

�������
�愛媛県告示第５６２号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第８条第１項の規定に基づく特定施設の構造

等の変更の許可の申請があった。

なお、法８条第３項において準用する法第５条第３項に規定する

書面は、愛媛県八幡浜保健所及び西予市役所において告示の日から

３週間公衆の縦覧に供する。

令和元年１０月１日

愛媛県八幡浜保健所長 竹 内 豊

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

株式会社アール・シー・フードパック

愛媛県西予市宇和町卯之町２丁目５７５番地

代表取締役 藤田 宣邦

２ 事業場の名称及び所在地

株式会社アール・シー・フードパック

愛媛県西予市宇和町卯之町２丁目５７５番地

３ 特定施設の種類

水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第１８８号。）別表第１

第２号 畜産食品製造業の用に供する施設

イ 原料処理施設

ロ 洗浄施設

ハ 湯煮施設

第４号 野菜又は果実を原料とする保存食料品製造業の用に

供する施設

イ 原料処理施設

ロ 洗浄施設

ニ 湯煮施設

４ 変更しようとする事項の内容

特定施設の変更に伴う排水量の変更

５ 特定施設に関する事項

① ４のイ 原料処理施設（同型２基）

変更前 変更後（廃止）

特 定 施 設 の 主 要 寸 法
縦１，３８０ミリメート
ル横１，３００ミリメー
トル高さ２，１００ミリ
メートル

特 定 施 設 の 能 力 １０～１５トン／日

原材料の種類及び１日当たり
の使用量 みかん２０トン

特定施設の使用時間間隔 午前８時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 ８時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要

１２月上旬～２月下旬
増加

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３００

最大 ４００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ３００

最大 ４００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ３００

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ８０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５０

最大 １００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 ５０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 １００

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ８

最大 １６

大腸菌群数
（単位１立
方センチメ
ートルにつ
き個）

通常 ０

最大 ３，０００未満

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ５

最大 ２０

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５

最大 １０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １０

最大 ３０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １

最大 ５

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １５

最大 ３０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２

最大 ５

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２００

最大 ６８０
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② ４のイ 原料処理施設（同型４基）

③ ４のニ 湯煮施設（同型２基）

④ ４のニ 湯煮施設

⑤ ２のハ 湯煮施設（新規）（同型３基）

特 定 施 設 の 主 要 寸 法 直径約８２センチメートル、深さ約９０セン
チメートル

特 定 施 設 の 能 力 １００キログラム／回

原材料の種類及び１日当たり
の使用量 肉５００キログラム

特定施設の使用時間間隔 午前７時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 ３時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

変更前 変更後（廃止）

特 定 施 設 の 主 要 寸 法
縦１，６００ミリメート
ル横９，９００ミリメー
トル高さ７３０ミリメ
ートル

特 定 施 設 の 能 力 ５００個／日

原材料の種類及び１日当たり
の使用量 みかん２０トン

特定施設の使用時間間隔 午前８時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 ８時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要

１２月上旬～２月下旬
増加

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 ８０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８０

最大 １００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 １００

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２０

最大 ３３．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １２０

最大 １８０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３００

最大 ４００

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １．５

最大 ２．５

変更前 変更後（廃止）

特 定 施 設 の 主 要 寸 法
縦２，４５０ミリメート
ル横１，３１５ミリメー
トル高さ１，８００ミリ
メートル

特 定 施 設 の 能 力 １０～１５トン／日

原材料の種類及び１日当たり
の使用量 みかん２０トン

特定施設の使用時間間隔 午前８時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 ８時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要

１２月上旬～２月下旬
増加

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １００

最大 １５０

変更前 変更後（廃止）

特 定 施 設 の 主 要 寸 法
縦３，１５０ミリメート
ル横３，８５０ミリメー
トル高さ２，１００ミリ
メートル

特 定 施 設 の 能 力 １０～１５トン／日

原材料の種類及び１日当たり
の使用量 みかん２０トン

特定施設の使用時間間隔 午前８時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 ８時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要

１２月上旬～２月下旬
増加

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２，０００

最大 ２，１７０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２，０００

最大 ２，１００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３５０

最大 ４００

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ５

最大 ８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ０．５

最大 ２．４
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⑥ ２のハ 湯煮施設（新規）（同型２基）

⑦ ４のイ 原料処理施設（新規）

⑧ ２のイ ４のイ 原料処理施設（新規）

特 定 施 設 の 主 要 寸 法 縦５０センチメートル、横１００センチメー
トル、高さ１１５センチメートル

特 定 施 設 の 能 力 １５０キログラム／時間

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

肉６０キログラム、玉ねぎ４５０キログラム、
にんじん３００キログラム

特定施設の使用時間間隔 午前８時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 ６時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．０～９．０

特 定 施 設 の 主 要 寸 法 縦８５センチメートル、横９０センチメート
ル、高さ１３５センチメートル

特 定 施 設 の 能 力 ３００キログラム／時間

原材料の種類及び１日当たり
の使用量 玉ねぎ１，８００キログラム

特定施設の使用時間間隔 午前７時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 ６時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ６７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．７

最大 ７．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １５

最大 ２０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２

最大 ４

特 定 施 設 の 主 要 寸 法 直径約１００センチメートル、深さ約５０セ
ンチメートル

特 定 施 設 の 能 力 １００キログラム／回

原材料の種類及び１日当たり
の使用量 肉２００キログラム

特定施設の使用時間間隔 午前７時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 ４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ６７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．７

最大 ７．３

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ６７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．７

最大 ７．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２

最大 ４
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⑨ ４のニ 湯煮施設（新規）（同型４基）

⑩ ４のニ 湯煮施設（新規）（同型５基）

⑪ ４のニ 湯煮施設（新規）（同型３基）

特 定 施 設 の 主 要 寸 法 縦１６０センチメートル、横１６０センチメー
トル、高さ２８０センチメートル

特 定 施 設 の 能 力 ９００リットル／回

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

カレールー香辛料４８０キログラム、玉ね
ぎ４２０キログラム、人参１８０キログラム、
肉９０キログラム

特定施設の使用時間間隔 午前７時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 １０時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

特 定 施 設 の 主 要 寸 法 縦１６０センチメートル、横１６０センチメー
トル、高さ２５０センチメートル

特 定 施 設 の 能 力 ９００リットル／回

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

カレールー香辛料４８０キログラム、玉ね
ぎ４２０キログラム、人参１８０キログラム、
肉９０キログラム

特定施設の使用時間間隔 午前７時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 １０時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ６７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．７

最大 ７．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３

最大 ４

特 定 施 設 の 主 要 寸 法 縦１８０センチメートル、横３７０センチメー
トル、高さ２５０センチメートル

特 定 施 設 の 能 力 ２，７００枚／回

原材料の種類及び１日当たり
の使用量 レトルト１３，５００枚

特定施設の使用時間間隔 午前８時～午後６時

特定施設の１日当たりの使用
時間 １０時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ６７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．７

最大 ７．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １５

最大 ２１

る汚水等の

汚染状態の

値

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ６７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．７

最大 ７．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３

最大 ５
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⑫ ２のロ、４のロ 洗浄施設（新規）（同型４基）

６ 汚水等の処理施設に関する事項

① 排水処理施設

② 浄化槽１（新規）

処 理 施 設 の 型 式 ＦＬ型

処 理 施 設 の 構 造 ＦＲＰ製

処 理 施 設 の 能 力 ３０立方メートル／日

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 分離接触ばっ気方式

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 な し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４００

最大 ５５０

通常 ４０

最大 ８０

処 理 施 設 の 能 力 ７００立方メートル／
日 変更なし

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 活性汚泥法、ペクチ
ン凝集脱水 変更なし

処理施設の使用時間間隔 連 続 変更なし

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間 変更なし

処理施設の使用の季節的変動
の概要 な し 変更なし

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処理前 処理後 処理前 処理後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常
５．８～８．６
最大

５．８～８．６

通常
５．８～８．６
最大

５．８～８．６
変更なし 変更なし

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
４００
最大
５５０

通常
９６
最大
１２９

通常
２００
最大
２５０

通常
５
最大
１０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常
５００
最大
６５０

通常
８０
最大
１０４

通常
２００
最大
２５０

通常
１０
最大
３０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
４００
最大
４５０

通常
１２０
最大
１６１

通常
１５０
最大
２００

通常
１
最大
５

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

－ －
通常
３０
最大
５０

通常
１５
最大
３０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

－ －
通常
３
最大
８

通常
２
最大
５

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常
３１０
最大
７００

通常
３１０
最大
７００

通常
２００
最大
６８０

通常
２００
最大
６８０

変更前 変更後

処 理 施 設 の 型 式 活性汚泥法 変更なし

処 理 施 設 の 構 造 鉄筋コンクリート 変更なし

特 定 施 設 の 主 要 寸 法 縦１５０センチメートル、横６０センチメー
トル、高さ８０センチメートル

特 定 施 設 の 能 力 ２立方メートル／日

原材料の種類及び１日当たり
の使用量 洗浄水２立方メートル

特定施設の使用時間間隔 午前７時～午後５時

特定施設の１日当たりの使用
時間 １０時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 な し

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．０～９．０

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２７０

最大 ３４０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ６７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．７

最大 ７．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２

最大 ３

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２００

最大 ２７０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ６７

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．７

最大 ７．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３

最大 ４
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７ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

① �１排水口

② �３排水口

③ �４排水口

汚水等の汚

染状態の値

項 目 変 更 前 変 更 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６
変更なし

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ６０

最大 ９０

通常 ４０

最大 ８０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ６０

最大 ９０

通常 ５０

最大 １００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 １００

通常 １０

最大 ５０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５０

最大 １００

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ８

最大 １６

大腸菌群数
（単位 １
立方センチ
メートルに
つき個）

通常 ０

最大 ３，０００未満

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ７

最大 １０

通常 ５

最大 ２０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２

最大 ５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２

最大 ５

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２５

最大 ２５

汚水等の汚

染状態の値

項 目 変 更 前 変 更 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６
変更なし

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ９６

最大 １２９

通常 ５

最大 １０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８０

最大 １０４

通常 １０

最大 ３０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １２０

最大 １６１

通常 １

最大 ５

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １２．３

最大 １９

通常 １５

最大 ３０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２．４

最大 ３．３

通常 ２

最大 ５

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３１０

最大 ７００

通常 ２００

最大 ６８０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５００

最大 ６５０

通常 ５０

最大 １００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４００

最大 ４５０

通常 １０

最大 ５０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １００

最大 １５０

通常 ５０

最大 １００

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 ２０

通常 ８

最大 １６

大腸菌群数
（単位 １
立方センチ
メートルに
つき個）

通常 無数

最大 無数

通常 ０

最大 ３，０００未満

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ５

最大 ２０

通常 ５

最大 ２０

汚水等の汚

染状態の値

項 目 変 更 前 変更後（廃止）

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２

最大 ５
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